
の
変
更
を
行
い
、
社
会
保
険
庁
か

ら
４
月
下
旬
に
そ
の
旨
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
特
例
に
該
当
す
る
方
で

あ
っ
て
、
年
金
を
す
で
に
受
給
中

の
方
は
、
年
金
額
が
増
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
年
金

額
の
改
定
に
つ
い
て
も
社
会
保
険

庁
で
実
施
す
る
た
め
、
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た

学
生 

・
昭
和
６１
年
３
月
以
前
の
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た

被
用
者
（
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者 

 

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
と

も
に
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初

診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
１
、
２
級
相
当
の
障
害

に
該
当
す
る
方
。 

１
級
…
月
額
５
万
円 

２
級
…
月
額
４
万
円 

・
支
給
額
に
は
、
毎
年
度
自
動 

物
価
ス
ラ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
。 

・
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制
限
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。 

・
請
求
の
窓
口
は
、
伊
奈
町
役

場
で
す
。 

・
障
害
認
定
等
の
審
査
、
支
給

事
務
は
社
会
保
険
事
務
局
（
社

会
保
険
庁
）
で
行
い
ま
す
。 

平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。 

問
合
せ
…
大
宮
社
会
保
険
事
務
所 

�
６
５
２
―
４
７
１
１ 

　
現
在
は
、
本
人
と
配
偶
者
と
世

帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
場
合
に
免
除
が
承
認

さ
れ
ま
す
が
、
平
成
１７
年
４
月
か

ら
、
３０
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険

者
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
全
額

免
除
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
納
付
猶

予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
国

民
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
、
年
金
額
に
は
反

映
し
な
い
期
間
と
な
り
ま
す
が
、

後
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
に

よ
り
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。 

　
国
民
年
金
で
は
、
２０
歳
か
ら
６０

歳
に
達
す
る
ま
で
が
強
制
加
入
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
加
入
期

間
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
６０
歳
以
上
６５
歳

未
満
の
期
間
に
お
い
て
任
意
加
入

で
き
る
こ
と
と
し
、
加
入
期
間
を

増
や
す
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
特
例
で
昭
和
３０
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す

ま
で
（
７０
歳
ま
で
）
加
入
で
き
る

特
例
高
齢
任
意
加
入
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
の

対
象
と
さ
れ
る
人
の
生
年
月
日
が
、

昭
和
３０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４０

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
人
（
平
成
１７
年
４
月
１
日
に
４０

歳
以
上
に
達
し
て
い
る
人
）
に
ま

で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
　
国
民
年
金
係
　
２
１
６
４ 

　
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
さ
れ

た
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
（
追
納
）
と
き
の
、
加

算
額
の
計
算
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

追
納
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
学
生
納
付
特
例
期

間
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
追
納
の
優
先

順
位
を
本
人
が
選
択
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
単
身
世
帯
を
中
心
に
所
得
要
件

の
緩
和
が
行
わ
れ
ま
す
。 

年金制度　１７年度の改正点�

　
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に

お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し

て
い
な
い
障
害
者
の
方
を
対
象
と

し
た
福
祉
的
措
置
と
し
て
、
特
別

障
害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。 

・
所
得
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の 

　
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す 

問 

内 

　大宮社会保険事務所職員による出張年金相談を行います。また、平成１６

年度の保険料と、過去２年以内の未納保険料や過去１０年以内の追納保険料

などが納められる集合徴収も行います。 

　ご相談の際には、年金手帳（基礎年金番号通知書）・納付書・社会保険事

務所から送られた案内状（はがき）等を持参してください。その他年金に

ついて疑問等がありましたらお気軽にご相談ください。 

日時　３月３０日� 
　　　１０時～１５時 
場所　役場３階第３会議室 
 

改
正
点
５

�

改
正
点
６

�

３０
歳
未
満
の
第
１
号�

被
保
険
者
に
係
る�

納
付
猶
予
制
度
の
創
設�

対
象
と
な
る
方�

支
給
額�

窓
口�

受
付
開
始
日�

国
民
年
金
の
高
齢
任
意�

加
入
の
対
象
者
の
拡
大�

・
追
納
加
算
率
の
見
直
し�

・
追
納
の
優
先
順
位
の
見
直
し�

・
免
除
基
準
の
見
直
し�

そ
の
他
の
改
正
点�

そ
の
他
、
次
の
項
目
が
４�

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す�

ご利用くださいご利用ください�ご利用ください�

年 金 相 談�

改
正
点
４

�

特
別
障
害
給
付
金�

制
度
の
創
設�
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年金制度　１７年度の改正点�

　
平
成
１７
年
４
月
よ
り
、
国
民
年

金
保
険
料
は
月
額
１
３
’
５
８
０

円
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
は
平
成
２９
年
度

ま
で
毎
年
２
８
０
円
ず
つ
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
引
き
上
げ
額
は
、
今
後
の
賃
金

上
昇
率
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
） 

①
口
座
前
納
割
引
額
が
増
え
ま
す 

　
１７
年
度
の
保
険
料
を
一
括
し
て

前
納
す
る
と
、
現
金
払
い
で
は
、

２
’
８
９
０
円
の
割
引
で
す
が
、

口
座
振
替
で
す
と
３
’
４
２
０
円

の
割
引
と
な
り
、
５
３
０
円
も
お

得
に
な
り
ま
す
。（
半
年
分
の
前
納

も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
） 

　
な
お
、現
金
払
い
で
の
前
納
は
、

４
月
に
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で
４

月
３０
日
（
今
年
度
は
休
日
の
た
め

５
月
２
日
）
ま
で
に
金
融
機
関
等

の
窓
口
で
の
お
支
払
が
可
能
で
す
。 

　
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
３
月

３１
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で

の
登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
が
条

件
に
な
り
ま
す
の
で
、
口
座
前
納

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
年
度
末
の

お
申
し
込
み
は
登
録
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特

に
金
融
機
関
を
経
由
し
て
の
お
申

し
込
み
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
） 

　
口
座
振
替
日
は
４
月
３０
日
（
今

年
は
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５

月
２
日
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
な
お
、
既
に
口
座
振
替
で
前
納

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
新
た
に
届

出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
ご
注
意
） 

国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
と
国
民

年
金
の
保
険
料
を
合
わ
せ
て
口
座

振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
へ 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
前

納
に
す
る
場
合
は
、
３
月
１８
日
必

着
で
基
金
へ
の
お
申
し
込
み
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

②
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
（
当

月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）
制

度
が
で
き
ま
し
た 

　
通
常
の
口
座
振
替
は
定
額
保
険

料
で
す
が
、
早
割
制
度
を
利
用
す

る
と
、
保
険
料
が
４０
円
割
引
と
な

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

と
、
翌
月
末
の
初
回
の
口
座
振
替

に
て
２
か
月
分
（
う
ち
１
か
月
分

は
４０
円
割
引
）が
引
き
落
と
さ
れ
、

そ
の
後
は
月
々
の
保
険
料
が
４０
円

割
引
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の

承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
通
常
の

口
座
振
替
で
の
お
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
。 

     

　
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
す
る

方
の
被
扶
養
配
偶
者
（
第
３
号
被

保
険
者
）
の
届
出
の
特
例
が
認
め

ら
れ
ま
す 

　
こ
れ
ま
で
第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
が
遅
れ
て
い
た
と
き
に
は
、

２
年
前
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間
と
な
り
、

そ
れ
以
前
の
期
間
は
「
保
険
料
未

納
の
取
り
扱
い
」
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正
に

お
い
て
、
特
例
の
届
出
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
２
年
以
上

前
の
期
間
も
第
３
号
被
保
険
者
期

間
と
し
て
取
り
扱
い
、
将
来
そ
の

分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
１７
年
３
月
ま
で
に

第
３
号
の
届
出
が
あ
り
、
社
会
保

険
庁
に
お
い
て
、
第
３
号
に
該
当

し
て
い
な
が
ら
前
述
の
「
未
納
の

取
り
扱
い
」
と
把
握
し
て
い
る
期

間
に
つ
い
て
は
、
特
例
の
届
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
こ
の
特
例
に
該
当
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
特
例
の

届
出
も
行
わ
れ
た
と
み
な
し
、
自

動
的
に
保
険
料
納
付
済
の
期
間
へ 

・
月
額
１
３
’
５
８
０
円
に 

改
正
点
１

�

国
民
年
金
保
険
料
の�

引
き
上
げ�

改
正
点
３

�

第
３
号
被
保
険
者
の�

特
例
届
出
の
実
施�

改
正
点
２

�

口
座
振
替
が�

ま
す
ま
す
お
得
に
！�

―１７年度の主な改正点―�
　５年に１度、制度の見直しを行う公的年
金制度。昨年はその改正の年にあたり、持
続可能で安心な年金制度とするための改正
が行われました。 
　１７年４月より実施される主な内容を紹介
します。 

どうなる？�どうなる？�

気になる！�気になる！�

特 集�

年金に関するお問い合わせは大宮社会保険事務所 
�６５２―４７１１または町年金係まで 
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